
国内体験学習プログラム
福島スタディツアー参加者募集

ボランティア・NPO活動センター

募集期間：2022年12月1日（木）～12月12日（月）17:00
12月1日(木) 12:45～13:20 【深草21-602】／Zoom
12月2日(金) 12:45～13:20 【瀬田3-102】／Zoom

※ZoomのURLは、センターHPに掲載します。

主催

龍谷大学ボランティア・NPO活動センター

（深草）成就館１階 TEL 075-645-2047 （瀬田）青志館横 TEL 077-544-7252
E-mail：ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp

福島スタディツアー
～福島の「今」を見、福島をいきる人々の

「言葉」を聴き、そして「自分」を見つめる～

国内体験学習プログラムは、学生が、該当地域の地域住民やNPO／NGOとの交流を通じて、国内にお

けるその地域の抱える問題に触れるとともに、ボランティア等の体験学習を行うことにより、より深く
社会の問題について考え、その問題解決に向けて自身の問題として考えるきっかけを作ることを目的と
しています。

福島スタディツアーに参加し、福島について考えてみませんか？まずは説明会へ！！

〇日程：2023年2月21日(火)～25日(土)
4泊5日 ※車中泊１泊含む

〇参加費：20,000円（一部食費は別途必要）

〇募集定員：16名(応募者多数の場合は選考） センターHP（募集
ページ）はこちら↓

※応募方法や参加の要件については、募集説明会でお伝えします。
※センターHPの募集ページから募集要項を確認することができます。
※質問があれば、ボランティア・NPO活動センターへ問い合わせてくだ
さい。

◆参加してみたいと思ったら…◆

①センターHPへアクセス！

②上記募集説明会に参加！（必須）

※どうしても参加が難しい人は、説明会のレ

コーディング動画を後日視聴可能。

③募集期間内に応募（Googleフォーム）

募集
説明会



これまでの福島スタディツアーの様子

福島市の農園見学
安全なものを届けるための取組についてお話を
うかがった。

震災遺構 請戸小学校見学 相馬野馬追に出場する馬の厩舎を見学

南相馬市社会福祉協議会の方からお話を聴く

参加者の声

放射線の影響は浜通りの原発周辺と飯舘村方面
だけだと思っていたのに、福島市でも除染を行
なっていたという話には驚いた。福島市で梨農園
をされている阿部農園さんでは除染作業や安全証
明のための苦労を聞かせていただいた。農家や漁
師の安全のための苦労に対して、消費者は福島産
を簡単に避けられる。福島産を避けるなとも同情
で買うべきとも思わないけど、少しでも知る努力
をして責任ある消費ができる社会になってほしい
と感じた。

デイさぽーとぴーなっつの青田さんの話から、
「てんでんこ」という言葉が強く印象に残ってお
り、周囲のコミュニティが希薄であると懸念され
ている時世の中で、震災が起こった際に自分の命
を守ることが優先されるが、その中でいかにして
自身の周辺の人も助けるかという共助が大切であ
ると考えた。今後、また大きな震災が起こった際
にこの考え方は重要で伝え続けていくべきである
と感じ、これからどのように人と関わっていくか
が大切だと感じた。

応募にあたって

参加希望の方は、センターHPを確認

の上、募集説明会に必ず参加してくださ
い。説明会で、応募方法についてお伝え
します。

少しでも興味がある方は、まずは説明
会へ！！

【問合せ】
ボランティア・NPO活動センター
（深草）成就館１階 TEL 075-645-2047
（瀬田）青志館横 TEL 077-544-7252
E-mail：ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp
（対応時間）平日9:00～17:00

（火曜のみ10:45～）

詳細はこちら↓↓
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